
【林退共補助事業証紙貼付例】

１.手帳の表紙のコピーをとる。

　1日券証紙と10日券証紙のページをそれぞれコピーすること。

林退共手帳　事業開始日（例）

２.事業対象期間の初日分として貼付した証紙に、その日付を記入し、見開き
ページのコピーをとる。

計画承認申請書と合わせて提出する。

事業対象期間の初日分（5/1以降最初

に貼付した日）もしくは4月最終に貼

付した日付を記入する。

10日券証紙のページのおいても事業

対象期間の初日分（5/1以降最初に貼

付した日）もしくは4月最終に貼付し

た証紙があれば日付を記入する。



【林退共補助事業証紙貼付例】

１.手帳の表紙のコピーをとる。

　1日券証紙と10日券証紙のページをそれぞれコピーすること。

林退共手帳　事業終了日（例）

助成金交付申請書と合わせて提出する。

２.事業対象期間の最終日分として貼付した証紙に、その日付を記入し、見開き
ページのコピーをとる。

事業対象期間の最終日分（12/31以前最後

に貼付した日）の日付を記入する。

事業対象期間の最終日分（12/31以前最後

に貼付した日）の日付を記入する。



【林退共補助事業証紙貼付例】

貼付証紙が１日券のみであった場合
　１　手帳の表紙のコピーを取る。

貼付証紙が１日券と10日券の混合であった場合
　１　手帳の表紙のコピーを取る。（例１と同じ）（例２）
　２　その手帳の最終日分として貼付した証紙に、
　　　その日付を記入の上、そのページのコピーを取る。

1日券、10日券それぞれ最終貼
付日の日付を記入しておく

林退共手帳　手帳更新（例）

（例１）

年度途中で手帳更新した際は以下のとおりコピーを取って保管し、助
成金交付申請書と合わせて提出する。

　２　その手帳の最終日分として貼付した証紙に、
　　　その日付を記入の上、そのページのコピーを取る。



【林退共補助事業証紙貼付例】

１.手帳の表紙のコピーをとる。

掛金助成用手帳の証紙貼付方法は以下のとおりです。
上画像の貼付状態と合わせてご覧ください。

免除欄 免除欄

免除欄 免除欄

林退共手帳・掛金助成用 事業開始日（例）

計画承認申請書と合わせて提出する。

２.事業対象期間の初日分として貼付した証紙に、その日付を記入し、見開き
ページのコピーをとる。

4/22出勤
1日券貼付

4/23出勤
1日券貼付

4/26出勤
1日券貼付

4/27出勤
1日券貼付

4/29出勤
1日券貼付

4/30出勤
1日券貼付

事業対象期間の初日分（5/1以降最初に

貼付した日）もしくは4月最終に貼付し

た日付を記入する。

4/24、4/28出勤

掛金免除欄にあたるため貼付不要
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１.手帳の表紙のコピーをとる。

林退共手帳・掛金助成用 事業終了日（例）

助成金交付申請書と合わせて提出する。

２.事業対象期間の最終日分として貼付した証紙に、その日付を記入し、見開き
ページのコピーをとる。

事業対象期間の最終日分（12/31以前最後に

貼付した日）の日付を記入する。


